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性
を
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れ
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レ
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キ
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領
／
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迷
す
る
支
援
／
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ラ
ン
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と
ド
イ
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
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争
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に
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超
大
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／
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ラ
ン
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軍
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加
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る
か
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り
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
背
景
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
と
の
基
本
条
約
を
め
ぐ
る
差
異
／
停
戦
交
渉
の
ゆ
く
え

図
版
作
成
　
タ
ナ
カ
デ
ザ
イ
ン

※
本
書
に
掲
載
し
た
情
報
は
、二
〇
二
五
年
五
月
九
日
時
点
の
も
の
で
す
。
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メ
リ
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テ
ッ
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複
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戦
争
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左
右
す
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ア
メ
リ
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覇
権
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対
す
る
反
乱
／
基
軸
通
貨
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武
器
に
し
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経
済
制
裁
／
発
展
し
続
け
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B
R
I
C
S
／
基
軸
通
貨
ド
ル
か
ら
の
脱
却
／
B
R
I
C
S
の
経
済
力

／
二
〇
二
三
年
の
バ
ル
ダ
イ
会
議
は
西
側
諸
国
も
参
加
／
バ
ル
ダ
イ
会
議
、
三
つ
の
特
徴
／
日
本
と
ロ
シ

ア
の
関
係
改
善
／
プ
ー
チ
ン
の「
新
し
い
国
際
秩
序
」論
／
問
題
の
中
心
は
東
ア
ジ
ア
に
移
る

ト
ラ
ン
プ
停
戦
か
ら
新
世
界
へ�

199

二
〇
一
六
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
／
第
一
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
／
二
〇
二
四
年
大
統
領
選
で
ト
ラ

ン
プ
が
勝
利
し
た
理
由
／
ト
ラ
ン
プ
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電
話
会
談
／
低
下
し
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ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
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統
領
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支
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率
／
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朝

鮮
半
島
シ
ナ
リ
オ
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め
ぐ
る
論
争
／
ロ
シ
ア
の
戦
争
反
対
派
の
動
向
／
変
化
す
る
世
界
の
構
図
／
正

第
六
章

第
七
章
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仮（8）

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 8

集英社
インター
ナショナル
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初校
再校
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ギリシャ、トルコ、チェコ、ハンガリー、ポーランド、エストニア、ラトビア、
リトアニア、スロバキア、スロベニア、ルーマニア、ブルガリア、クロアチア、
アルバニア、モンテネグロ、北マケドニア、フィンランド、スウェーデン

＝NATO加盟国

ロシア
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ド
ン
バ
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仮（10）

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 10

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

初校
再校
責了

仮（11）

初校
三校
責了

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 11

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

11 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

序

　章
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

The  end  of  

the  Ukra in ian  war

is  in  s ight

I n t r o d u c t i o n



仮（12）

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 12

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

初校
三校
責了

12

特
別
軍
事
作
戦（
S
M
O
）

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始

ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
を
「
特
別
軍
事
作
戦
」
と

呼
び
、「
N
A
T
O
の
東
方
拡

大
に
対
す
る
防
衛
的
行
動
と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ネ
オ
・
ナ
チ
勢

力
か
ら
ロ
シ
ア
系
住
民
を
保
護

す
る
の
が
目
的
で
あ
る
」
と
言

い
続
け
て
い
る
。

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル・プ
ー
チ
ン

一
九
五
二
年
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
（
現
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
）
生
ま
れ
。
第
二
代
・
第

四
代
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
（
二

〇
〇
〇
〜
〇
八
年
、
一
二
年
〜

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
会
談
の
決
裂

　
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
特
別
軍
事
作
戦
（
S
M
O
）」
は
、
す
で

に
三
年
以
上
続
く
〝
戦
争
〞
と
な
っ
た
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
政
権
が
当
初
描
い
て
い
た
電

撃
作
戦
は
、
開
戦
初
期
の
杜ず

撰さ
ん
な
攻
撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
善
戦
、
さ
ら
に
は
N
A
T
O
（
北
大
西
洋

条
約
機
構
）
と
G
7
諸
国
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
情
報
提
供
や
武
器
・
財
政
な
ど
の
支
援
も
あ
り
挫

折
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
、
国
連
憲
章
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
な
違
法
行
為
で
あ

る
。
二
〇
二
五
年
一
月
に
誕
生
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
停
戦
を
提
唱
し
始

め
た
こ
と
で
よ
う
や
く
、
三
年
以
上
も
続
く
戦
争
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
。

　
二
〇
二
五
年
二
月
二
八
日
に
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
の
会
談
は
、
こ
の
三
年
間
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
の
過
程
だ
け
で
な
く
、
半
世
紀
以
上
の
現
代
史
を
見
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
衝
撃
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
資
金
や
武
器
へ
の
返
済
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
埋
蔵
す
る
鉱

物
資
源
に
よ
っ
て
担
保
す
る
。
そ
の
た
め
の
「
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）」
の
場
が
突
然
、
両
大
統
領
の
激

し
い
口
論
の
場
と
な
り
、
会
談
が
決
裂
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政

仮（13）

初校
三校
責了

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 13

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

13 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

現
在
）。
二
〇
〇
八
年
か
ら
一

二
年
に
か
け
て
は
、
ド
ミ
ト
リ

ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
に
大
統

領
職
を
譲
り
、
自
身
は
首
相
を

務
め
た
。

N
A
T
O

（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四

九
年
四
月
四
日
に
ア
メ
リ
カ
の

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印
さ
れ

た
北
大
西
洋
条
約
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
た
。
欧
州
二
九
カ
国
、

北
米
二
カ
国
、
中
東
一
カ
国
の

計
三
二
カ
国
か
ら
な
る
軍
事
同

盟
で
、
加
盟
国
の
集
団
防
衛
を

目
的
と
し
て
い
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

一
九
四
六
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

権
は
賓ひ
ん

客き
ゃ
くと
し
て
迎
え
た
一
国
の
指
導
者
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
の
退
場
を
命
じ
て
い

る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
鉱
物
資
源
の
交
渉
は
口
実
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
交
渉
が
決
裂
し
た
原
因
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
を
す
ぐ
に
で
も
止
め
た
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
、
ロ
シ
ア
軍
を
追
い
出
し
て
勝
利
す
る
ま

で
は
戦
争
を
止
め
る
気
の
な
い
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
の
思
惑
の
違
い
で
あ
っ
た
。

　
政
治
と
は
党
派
性
の
世
界
で
あ
る
。
同
じ
事
物
を
見
て
も
、
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
評
価
は
異
な
る
。

ま
し
て
や
主
題
が
「
生
死
を
か
け
た
大
国
間
の
戦
争
」
で
あ
れ
ば
、
当
然
国
益
を
か
け
た
戦
い
と
な

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
レ
ベ
ル
の
対
立
で
あ
れ
ば
、
指
導
者
の
一
言
が
世
界
大
戦
の
危
機
へ
と
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
鉱
物
資
源
協
定
自
体
は
、
会
談
か
ら
約
二
カ

月
後
の
二
五
年
四
月
末
に
調
印
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
を
保
障
す
る
文
言

は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
が
は
じ
め
た

N
A
T
O
の
東
方
拡
大
に
由
来
す
る
。
冷
戦
末
期
の
一
九
九
〇
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
ベ
イ
カ
ー
国
務
長
官
と
、
ソ
連
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
の
あ
い
だ
で
、
一
つ

の
合
意
が
結
ば
れ
た
。
ド
イ
ツ
統
一
を
ソ
連
が
許
容
す
る
代
わ
り
に
、
N
A
T
O
は
東
方
へ
「
一
イ

ン
チ
」
も
拡
大
し
な
い
と
し
た
取
り
決
め
で
あ
る
。
し
か
し
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
ソ
連
が
崩
壊
し
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特
別
軍
事
作
戦（
S
M
O
）

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始

ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
を
「
特
別
軍
事
作
戦
」
と

呼
び
、「
N
A
T
O
の
東
方
拡

大
に
対
す
る
防
衛
的
行
動
と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ネ
オ
・
ナ
チ
勢

力
か
ら
ロ
シ
ア
系
住
民
を
保
護

す
る
の
が
目
的
で
あ
る
」
と
言

い
続
け
て
い
る
。

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル・プ
ー
チ
ン

一
九
五
二
年
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
（
現
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
）
生
ま
れ
。
第
二
代
・
第

四
代
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
（
二

〇
〇
〇
〜
〇
八
年
、
一
二
年
〜

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
会
談
の
決
裂

　
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
特
別
軍
事
作
戦
（
S
M
O
）」
は
、
す
で

に
三
年
以
上
続
く
〝
戦
争
〞
と
な
っ
た
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
政
権
が
当
初
描
い
て
い
た
電

撃
作
戦
は
、
開
戦
初
期
の
杜ず

撰さ
ん
な
攻
撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
善
戦
、
さ
ら
に
は
N
A
T
O
（
北
大
西
洋

条
約
機
構
）
と
G
7
諸
国
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
情
報
提
供
や
武
器
・
財
政
な
ど
の
支
援
も
あ
り
挫

折
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
、
国
連
憲
章
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
な
違
法
行
為
で
あ

る
。
二
〇
二
五
年
一
月
に
誕
生
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
停
戦
を
提
唱
し
始

め
た
こ
と
で
よ
う
や
く
、
三
年
以
上
も
続
く
戦
争
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
。

　
二
〇
二
五
年
二
月
二
八
日
に
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
の
会
談
は
、
こ
の
三
年
間
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
の
過
程
だ
け
で
な
く
、
半
世
紀
以
上
の
現
代
史
を
見
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
衝
撃
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
資
金
や
武
器
へ
の
返
済
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
埋
蔵
す
る
鉱

物
資
源
に
よ
っ
て
担
保
す
る
。
そ
の
た
め
の
「
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）」
の
場
が
突
然
、
両
大
統
領
の
激

し
い
口
論
の
場
と
な
り
、
会
談
が
決
裂
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
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現
在
）。
二
〇
〇
八
年
か
ら
一

二
年
に
か
け
て
は
、
ド
ミ
ト
リ

ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
に
大
統

領
職
を
譲
り
、
自
身
は
首
相
を

務
め
た
。

N
A
T
O

（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四

九
年
四
月
四
日
に
ア
メ
リ
カ
の

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印
さ
れ

た
北
大
西
洋
条
約
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
た
。
欧
州
二
九
カ
国
、

北
米
二
カ
国
、
中
東
一
カ
国
の

計
三
二
カ
国
か
ら
な
る
軍
事
同

盟
で
、
加
盟
国
の
集
団
防
衛
を

目
的
と
し
て
い
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

一
九
四
六
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

権
は
賓ひ
ん

客き
ゃ
くと
し
て
迎
え
た
一
国
の
指
導
者
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
の
退
場
を
命
じ
て
い

る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
鉱
物
資
源
の
交
渉
は
口
実
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
交
渉
が
決
裂
し
た
原
因
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
を
す
ぐ
に
で
も
止
め
た
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
、
ロ
シ
ア
軍
を
追
い
出
し
て
勝
利
す
る
ま

で
は
戦
争
を
止
め
る
気
の
な
い
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
の
思
惑
の
違
い
で
あ
っ
た
。

　
政
治
と
は
党
派
性
の
世
界
で
あ
る
。
同
じ
事
物
を
見
て
も
、
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
評
価
は
異
な
る
。

ま
し
て
や
主
題
が
「
生
死
を
か
け
た
大
国
間
の
戦
争
」
で
あ
れ
ば
、
当
然
国
益
を
か
け
た
戦
い
と
な

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
レ
ベ
ル
の
対
立
で
あ
れ
ば
、
指
導
者
の
一
言
が
世
界
大
戦
の
危
機
へ
と
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
鉱
物
資
源
協
定
自
体
は
、
会
談
か
ら
約
二
カ

月
後
の
二
五
年
四
月
末
に
調
印
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
を
保
障
す
る
文
言

は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
が
は
じ
め
た

N
A
T
O
の
東
方
拡
大
に
由
来
す
る
。
冷
戦
末
期
の
一
九
九
〇
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
ベ
イ
カ
ー
国
務
長
官
と
、
ソ
連
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
の
あ
い
だ
で
、
一
つ

の
合
意
が
結
ば
れ
た
。
ド
イ
ツ
統
一
を
ソ
連
が
許
容
す
る
代
わ
り
に
、
N
A
T
O
は
東
方
へ
「
一
イ

ン
チ
」
も
拡
大
し
な
い
と
し
た
取
り
決
め
で
あ
る
。
し
か
し
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
ソ
連
が
崩
壊
し
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生
ま
れ
。
第
四
五
代
・
第
四
七

代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

（
二
〇
一
七
〜
二
一
年
、
二
五

年
〜
現
在
）。
一
九
七
一
年
に

父
親
の
不
動
産
事
業
を
引
き
継

ぎ
事
業
を
拡
大
、
政
治
経
験
な

く
大
統
領
に
就
任
し
た
。
暴
言

や
差
別
発
言
が
多
く
、
批
判
的

な
意
見
も
多
い
。

ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

一
九
七
八
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

（
現
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
東
部
の

主
要
都
市
ク
ル
ィ
ヴ
ィ
ー
イ
・

リ
ー
フ
生
ま
れ
。
第
六
代
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
統
領
（
二
〇
一
九
年

〜
現
在
）。
元
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
・
俳
優
で
、
自
身
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
統
領
を
演
じ
た
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
『
国
民
の
僕
』
に
よ
り

人
気
と
な
る
。

た
あ
と
で
も
ロ
シ
ア
を
「
敵
」
と
見
な
し
、
対
ロ
シ
ア
の
攻
撃
拠
点
と
し
て
、
分
離
し
た
ば
か
り
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
N
A
T
O
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。「
兄
弟
国
家
」
に
「
兄
弟
殺
し
」
を
強
い
る
政

策
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
考
え
方
に
は
冷
戦
期
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
関
係
を
見
て
き
た
専

門
家
な
ど
か
ら
強
い
批
判
が
出
た
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
元
外
交
官
で
政
治
学
者
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ケ
ナ
ン
、
さ
ら
に
は
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
や
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
時
代
に
ア
メ

リ
カ
国
防
長
官
を
務
め
た
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
ら
は
「
ロ
シ
ア
を
刺
激
す
る
」
と
批
判
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
始
ま
り
は
、
ア
メ
リ
カ
の
内
部
論
争
・
対
ロ
シ
ア
政
策
の
転
換
が
出
発
点
だ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

対
立
の
種
子

　
ソ
連
崩
壊
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
N
A
T
O
と
ロ
シ
ア
と
の
関

係
は
大
き
く
変
容
し
た
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
も
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
民

主
党
政
権
時
代
と
第
二
期
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
政
権
時
代
と
で
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
単
純
な

同
盟
論
・
友
敵
関
係
の
延
長
で
は
、
決
し
て
理
解
で
き
な
い
。

仮（15）

初校
三校
責了

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 15

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

15 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン

一
九
四
六
年
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー

生
ま
れ
。
第
四
二
代
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
大
統
領
（
一
九
九
三
〜

二
〇
〇
一
年
）。
第
二
次
世
界

大
戦
終
結
後
に
出
生
し
た
最
初

の
大
統
領
。
一
九
九
八
〜
九
九

年
の
コ
ソ
ボ
紛
争
で
は
、

N
A
T
O
軍
と
と
も
に
人
道

的
介
入
と
称
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
へ
の
空
爆
に
踏
み
切
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン

一
九
〇
四
〜
二
〇
〇
五
年
。
ア

メ
リ
カ
の
外
交
官
、
政
治
学
者
、

歴
史
家
。
一
九
四
六
年
二
月
に

駐
ソ
連
代
理
大
使
と
し
て
い
ち

早
く
冷
戦
を
予
言
し
、
ソ
連
封

じ
込
め
を
主
張
し
た
。「
ア
メ

リ
カ
の
軍
産
複
合
体
が
、
大
統

領
を
も
拘
束
し
て
い
る
」
な
ど
、

政
治
的
発
言
も
活
発
に
行
う
。

　
も
ち
ろ
ん
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
小
国
で
は
な
く
、
人
口
的
に
も
軍
事
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
大
国

で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
筆
者
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
と
至
る
対
立
の
種
子
は
、
ア
メ
リ
カ
の
内
政
に
宿
っ
て
い
る
」
と

以
前
か
ら
主
張
し
て
き
た
。〝
戦
争
〞
と
い
う
結
末
へ
と
至
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
を
、
三
年
余
の
戦

争
の
展
開
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
崩
壊
か
ら
三
十
数
年
の
間
に
起
こ
っ
た
東
西
関
係
の
変
容
か
ら
考
え

た
い
、
と
い
う
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

戦
時
下
を
感
じ
さ
せ
な
い
モ
ス
ク
ワ
の
雰
囲
気

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と
、
筆
者

は
二
〇
二
四
年
秋
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
た
。
二
〇
一
九
年
以
来
五
年
ぶ
り
の
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
戦

時
下
の
雰
囲
気
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
契
約
兵
士
の
募
集
広
告
は
見
か
け
た
が
、
モ
ス

ク
ワ
に
関
し
て
い
え
ば
非
常
に
落
ち
着
い
た
印
象
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
二
〇
二
四
年
一
一
月
の
バ
ル
ダ
イ
会
議
が
あ
ら
た
め
て
世
界
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、「
共
和
党
ト

ラ
ン
プ
候
補
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
勝
利
で
、
国
際
政
治
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
い
う
予
感
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
バ
ル
ダ
イ
会
議
と
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
二
期
目
に
入
っ
た
二
〇
〇
四
年
に
発
足
し
た
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生
ま
れ
。
第
四
五
代
・
第
四
七

代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

（
二
〇
一
七
〜
二
一
年
、
二
五

年
〜
現
在
）。
一
九
七
一
年
に

父
親
の
不
動
産
事
業
を
引
き
継

ぎ
事
業
を
拡
大
、
政
治
経
験
な

く
大
統
領
に
就
任
し
た
。
暴
言

や
差
別
発
言
が
多
く
、
批
判
的

な
意
見
も
多
い
。

ウ
ォ
ロ
デ
ィ
ミ
ル
・

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

一
九
七
八
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

（
現
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
東
部
の

主
要
都
市
ク
ル
ィ
ヴ
ィ
ー
イ
・

リ
ー
フ
生
ま
れ
。
第
六
代
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
統
領
（
二
〇
一
九
年

〜
現
在
）。
元
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
・
俳
優
で
、
自
身
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
統
領
を
演
じ
た
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
『
国
民
の
僕
』
に
よ
り

人
気
と
な
る
。

た
あ
と
で
も
ロ
シ
ア
を
「
敵
」
と
見
な
し
、
対
ロ
シ
ア
の
攻
撃
拠
点
と
し
て
、
分
離
し
た
ば
か
り
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
N
A
T
O
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。「
兄
弟
国
家
」
に
「
兄
弟
殺
し
」
を
強
い
る
政

策
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
考
え
方
に
は
冷
戦
期
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
関
係
を
見
て
き
た
専

門
家
な
ど
か
ら
強
い
批
判
が
出
た
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
元
外
交
官
で
政
治
学
者
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ケ
ナ
ン
、
さ
ら
に
は
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
や
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
時
代
に
ア
メ

リ
カ
国
防
長
官
を
務
め
た
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
ら
は
「
ロ
シ
ア
を
刺
激
す
る
」
と
批
判
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
始
ま
り
は
、
ア
メ
リ
カ
の
内
部
論
争
・
対
ロ
シ
ア
政
策
の
転
換
が
出
発
点
だ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

対
立
の
種
子

　
ソ
連
崩
壊
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
N
A
T
O
と
ロ
シ
ア
と
の
関

係
は
大
き
く
変
容
し
た
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
も
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
民

主
党
政
権
時
代
と
第
二
期
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
政
権
時
代
と
で
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
単
純
な

同
盟
論
・
友
敵
関
係
の
延
長
で
は
、
決
し
て
理
解
で
き
な
い
。
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15 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン

一
九
四
六
年
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー

生
ま
れ
。
第
四
二
代
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
大
統
領
（
一
九
九
三
〜

二
〇
〇
一
年
）。
第
二
次
世
界

大
戦
終
結
後
に
出
生
し
た
最
初

の
大
統
領
。
一
九
九
八
〜
九
九

年
の
コ
ソ
ボ
紛
争
で
は
、

N
A
T
O
軍
と
と
も
に
人
道

的
介
入
と
称
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
へ
の
空
爆
に
踏
み
切
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン

一
九
〇
四
〜
二
〇
〇
五
年
。
ア

メ
リ
カ
の
外
交
官
、
政
治
学
者
、

歴
史
家
。
一
九
四
六
年
二
月
に

駐
ソ
連
代
理
大
使
と
し
て
い
ち

早
く
冷
戦
を
予
言
し
、
ソ
連
封

じ
込
め
を
主
張
し
た
。「
ア
メ

リ
カ
の
軍
産
複
合
体
が
、
大
統

領
を
も
拘
束
し
て
い
る
」
な
ど
、

政
治
的
発
言
も
活
発
に
行
う
。

　
も
ち
ろ
ん
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
小
国
で
は
な
く
、
人
口
的
に
も
軍
事
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
大
国

で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
筆
者
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
と
至
る
対
立
の
種
子
は
、
ア
メ
リ
カ
の
内
政
に
宿
っ
て
い
る
」
と

以
前
か
ら
主
張
し
て
き
た
。〝
戦
争
〞
と
い
う
結
末
へ
と
至
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
を
、
三
年
余
の
戦

争
の
展
開
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
崩
壊
か
ら
三
十
数
年
の
間
に
起
こ
っ
た
東
西
関
係
の
変
容
か
ら
考
え

た
い
、
と
い
う
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

戦
時
下
を
感
じ
さ
せ
な
い
モ
ス
ク
ワ
の
雰
囲
気

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と
、
筆
者

は
二
〇
二
四
年
秋
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
た
。
二
〇
一
九
年
以
来
五
年
ぶ
り
の
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
戦

時
下
の
雰
囲
気
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
契
約
兵
士
の
募
集
広
告
は
見
か
け
た
が
、
モ
ス

ク
ワ
に
関
し
て
い
え
ば
非
常
に
落
ち
着
い
た
印
象
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
二
〇
二
四
年
一
一
月
の
バ
ル
ダ
イ
会
議
が
あ
ら
た
め
て
世
界
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、「
共
和
党
ト

ラ
ン
プ
候
補
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
勝
利
で
、
国
際
政
治
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
い
う
予
感
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
バ
ル
ダ
イ
会
議
と
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
二
期
目
に
入
っ
た
二
〇
〇
四
年
に
発
足
し
た
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16

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ

一
九
一
六
〜
二
〇
〇
九
年
。
ア

メ
リ
カ
の
政
治
家
、
実
業
家
。

ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

や
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政

権
で
国
防
長
官
を
務
め
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入

を
主
導
し
た
が
、
の
ち
に
戦
争

政
策
の
失
敗
を
認
め
た
稀
有
な

人
物
で
あ
る
。

ソ
連
崩
壊

一
九
九
一
年
一
二
月
八
日
、
ロ

シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
三
国
首
脳
が
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
ベ
ロ
ヴ
ェ
ー
シ
の
森
に

あ
る
旧
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構

の
演
習
地
で
会
合
を
行
い
、
ソ

連
解
体
と
C
I
S（
独
立
国
家

共
同
体
）
の
形
成
を
宣
言
。
こ

れ
に
よ
り
、
三
億
人
近
く
も
の

人
口
を
擁
し
た
ソ
連
が
崩
壊
し

国
際
諮
問
会
議
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
を
通
じ
て
大
国
化
し
た
ロ
シ
ア
は
、
イ
ン

ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
な
ど
と
と
も
に
世
界
の
多
極
化
を
促
進
し
、
さ
ら
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
と
そ
の

軸
足
を
移
し
出
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
も
加
盟
す
る
新
興
経
済
圏
の
B
R
I
C
S
（
二
〇
〇
九
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

中
国
で
設
立
、
一
一
年
に
南
ア
フ
リ
カ
が
加
盟
）
は
、
二
四
年
一
月
一
日
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
U
A
E
）、
イ

ラ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
二
五
年
一
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
加
わ
り
、
現
在
は
一
〇
カ
国

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
覇
権
の
凋
落

　
混
迷
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
加
え
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ

ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の
紛
争
激
化
に
よ
り
、
世
界
は
い
ま
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
二
〇

二
四
年
は
世
界
九
〇
カ
国
以
上
で
重
要
な
選
挙
が
続
く
歴
史
的
な
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
で
あ
っ
た
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
先
進
七
カ
国
（
G
7
）
に
お
い
て
、
指
導
者
が
交
代
も
し
く

は
そ
の
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
年
が
変
わ
り
、
二
五
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
以

降
で
最
大
と
な
る
歴
史
の
転
換
期
が
迫
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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17 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

た
。

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン

一
九
四
二
年
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
生
ま
れ
。
第
四
六
代
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
（
二
〇
二
一

〜
二
五
年
）。
ジ
ョ
ン
・
F
・

ケ
ネ
デ
ィ
以
来
、
二
人
目
の
カ

ト
リ
ッ
ク
の
大
統
領
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
史
上
最
高
齢
の
大
統

領
経
験
者
。
二
〇
二
四
年
七
月

二
一
日
、
同
年
の
大
統
領
選
挙

へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
た
。

バ
ル
ダ
イ
会
議

二
〇
〇
四
年
に
発
足
し
た
ロ
シ

ア
の
国
際
会
議
。
ロ
シ
ア
の
外

交
政
策
に
関
心
の
あ
る
専
門
家
、

学
者
、
政
府
関
係
者
が
集
ま
り
、

外
交
政
策
を
中
心
に
安
全
保
障
、

　
共
和
党
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
返
り
咲
き
、
今
後
は
「
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
本
当
に
戦
争
を
止
め
る
か
ど
う
か
」
が
問
わ
れ
て
く
る
。
一
つ
言
え
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
再
選

後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
孤
立
主
義
と
保
守
的
革
命
と
い
っ
た
路
線
を
歩
ん
で
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

だ
。

　
黄
金
の
自
由
貿
易
体
制
は
崩
れ
、
ト
ラ
ン
プ
流
に
言
え
ば
「
関
税
と
は
美
し
い
言
葉
」
と
い
う
時

代
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
二
一
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
続
い
て
、
米
軍
を
旧
大
陸
か
ら
引

き
揚
げ
る
方
針
だ
。
そ
の
目
的
は
膨
れ
上
が
っ
た
国
家
債
務
の
大
幅
カ
ッ
ト
、
つ
ま
り
は
「
金
の
か

か
る
対
外
行
動
の
大
幅
な
削
減
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
停
戦
、
さ
ら
に
中
東
の
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
の
紛
争
の
停
止
が
進
む
か
ど
う
か
は
、
ト
ラ
ン
プ

に
よ
る
「
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）」
に
か
か
っ
て
く
る
。

　
問
題
の
淵え

ん
源げ
ん
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
指
導
力
、
い
わ

ゆ
る
「
覇
権
の
凋
落
」
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
戦
後
世
界
の
富
の
半
分
近
く
を
保
有
し
、
金
準
備
高

の
七
割
を
誇
っ
た
超
帝
国
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
パ

レ
ス
チ
ナ
紛
争
と
い
っ
た
争
い
の
根
底
に
は
、
冷
戦
終
結
後
唯
一
の
超
大
国
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

威
信
が
漸
次
的
に
低
下
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
歴
史
的
な
文
明
国
で
あ
る
イ
ン
ド
や
中
国
の
影
響
力
の

復
活
が
存
在
す
る
。
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初校
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責了

16

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ

一
九
一
六
〜
二
〇
〇
九
年
。
ア

メ
リ
カ
の
政
治
家
、
実
業
家
。

ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

や
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政

権
で
国
防
長
官
を
務
め
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入

を
主
導
し
た
が
、
の
ち
に
戦
争

政
策
の
失
敗
を
認
め
た
稀
有
な

人
物
で
あ
る
。

ソ
連
崩
壊

一
九
九
一
年
一
二
月
八
日
、
ロ

シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
三
国
首
脳
が
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
ベ
ロ
ヴ
ェ
ー
シ
の
森
に

あ
る
旧
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構

の
演
習
地
で
会
合
を
行
い
、
ソ

連
解
体
と
C
I
S（
独
立
国
家

共
同
体
）
の
形
成
を
宣
言
。
こ

れ
に
よ
り
、
三
億
人
近
く
も
の

人
口
を
擁
し
た
ソ
連
が
崩
壊
し

国
際
諮
問
会
議
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
を
通
じ
て
大
国
化
し
た
ロ
シ
ア
は
、
イ
ン

ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
な
ど
と
と
も
に
世
界
の
多
極
化
を
促
進
し
、
さ
ら
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
と
そ
の

軸
足
を
移
し
出
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
も
加
盟
す
る
新
興
経
済
圏
の
B
R
I
C
S
（
二
〇
〇
九
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

中
国
で
設
立
、
一
一
年
に
南
ア
フ
リ
カ
が
加
盟
）
は
、
二
四
年
一
月
一
日
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
U
A
E
）、
イ

ラ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
二
五
年
一
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
加
わ
り
、
現
在
は
一
〇
カ
国

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
覇
権
の
凋
落

　
混
迷
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
加
え
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ

ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の
紛
争
激
化
に
よ
り
、
世
界
は
い
ま
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
二
〇

二
四
年
は
世
界
九
〇
カ
国
以
上
で
重
要
な
選
挙
が
続
く
歴
史
的
な
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
で
あ
っ
た
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
先
進
七
カ
国
（
G
7
）
に
お
い
て
、
指
導
者
が
交
代
も
し
く

は
そ
の
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
年
が
変
わ
り
、
二
五
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
以

降
で
最
大
と
な
る
歴
史
の
転
換
期
が
迫
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

仮（17）

初校
三校
責了
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集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

17 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

た
。

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン

一
九
四
二
年
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
生
ま
れ
。
第
四
六
代
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
（
二
〇
二
一

〜
二
五
年
）。
ジ
ョ
ン
・
F
・

ケ
ネ
デ
ィ
以
来
、
二
人
目
の
カ

ト
リ
ッ
ク
の
大
統
領
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
史
上
最
高
齢
の
大
統

領
経
験
者
。
二
〇
二
四
年
七
月

二
一
日
、
同
年
の
大
統
領
選
挙

へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
た
。

バ
ル
ダ
イ
会
議

二
〇
〇
四
年
に
発
足
し
た
ロ
シ

ア
の
国
際
会
議
。
ロ
シ
ア
の
外

交
政
策
に
関
心
の
あ
る
専
門
家
、

学
者
、
政
府
関
係
者
が
集
ま
り
、

外
交
政
策
を
中
心
に
安
全
保
障
、

　
共
和
党
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
返
り
咲
き
、
今
後
は
「
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
本
当
に
戦
争
を
止
め
る
か
ど
う
か
」
が
問
わ
れ
て
く
る
。
一
つ
言
え
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
再
選

後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
孤
立
主
義
と
保
守
的
革
命
と
い
っ
た
路
線
を
歩
ん
で
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

だ
。

　
黄
金
の
自
由
貿
易
体
制
は
崩
れ
、
ト
ラ
ン
プ
流
に
言
え
ば
「
関
税
と
は
美
し
い
言
葉
」
と
い
う
時

代
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
二
一
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
続
い
て
、
米
軍
を
旧
大
陸
か
ら
引

き
揚
げ
る
方
針
だ
。
そ
の
目
的
は
膨
れ
上
が
っ
た
国
家
債
務
の
大
幅
カ
ッ
ト
、
つ
ま
り
は
「
金
の
か

か
る
対
外
行
動
の
大
幅
な
削
減
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
停
戦
、
さ
ら
に
中
東
の
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
の
紛
争
の
停
止
が
進
む
か
ど
う
か
は
、
ト
ラ
ン
プ

に
よ
る
「
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）」
に
か
か
っ
て
く
る
。

　
問
題
の
淵え

ん
源げ
ん
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
指
導
力
、
い
わ

ゆ
る
「
覇
権
の
凋
落
」
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
戦
後
世
界
の
富
の
半
分
近
く
を
保
有
し
、
金
準
備
高

の
七
割
を
誇
っ
た
超
帝
国
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
パ

レ
ス
チ
ナ
紛
争
と
い
っ
た
争
い
の
根
底
に
は
、
冷
戦
終
結
後
唯
一
の
超
大
国
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

威
信
が
漸
次
的
に
低
下
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
歴
史
的
な
文
明
国
で
あ
る
イ
ン
ド
や
中
国
の
影
響
力
の

復
活
が
存
在
す
る
。



仮（18）

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 18

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

初校
三校
責了

18

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
地
域
問
題

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

B
R
I
C
S

新
興
国
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

（B
razil

）、
ロ
シ
ア
（R

u
ssia

）、

イ
ン
ド
（In

d
ia

）、
中
国

（C
h

in
a

）、
南
ア
フ
リ
カ

（S
o

u
th A

frica

）
の
頭
文
字

を
と
っ
た
造
語
。
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
ジ
ム
・
オ
ニ

ー
ル
が
名
付
け
た
と
さ
れ
、
先

進
国
と
比
べ
て
高
い
経
済
成
長

率
を
維
持
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

一
九
八
七
年
に
結
成
さ
れ
た
パ

レ
ス
チ
ナ
の
民
族
主
義
的
な
政

治
・
軍
事
組
織
で
、
ガ
ザ
地
区

を
現
在
統
治
し
て
い
る
。
二
〇

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
ガ
ザ
危
機

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
お
い
て
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
若
年
層
や
女
性
も
兵
士
と
し
て
動
員
し
、
ロ
シ

ア
へ
の
反
転
攻
勢
を
試
み
た
。
し
か
し
、
消
耗
戦
の
末
に
ロ
シ
ア
に
反
撃
さ
れ
、
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ザ
ル
ジ
ニ
ー
総
司
令
官
を
二
〇
二
四
年
二
月
に
解
任
す
る
な
ど
、
政
府
と
軍

部
首
脳
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
結
果
、
実
質
的
に
戦
争
を
支
え
て
き
た
欧
米
の
軍
事
支
援
が
縮

小
し
た
こ
と
も
あ
り
、
妥
協
に
よ
る
停
戦
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
二
三
年
一
〇
月
七
日
か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵
攻
で

は
、
戦
闘
開
始
か
ら
わ
ず
か
一
年
の
あ
い
だ
に
四
万
一
八
七
〇
人
の
ガ
ザ
市
民
の
命
が
失
わ
れ
た

（
数
字
は
ガ
ザ
保
健
省
の
統
計
）。
そ
の
う
ち
子
ど
も
と
女
性
の
死
者
数
は
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
一
万
七

六
五
二
人
、
さ
ら
に
農
耕
地
や
漁
船
を
失
っ
た
ガ
ザ
地
区
で
は
、
五
〇
万
人
近
く
の
市
民
が
「
壊
滅

的
な
レ
ベ
ル
」
の
飢
餓
に
直
面
し
て
い
る
（
二
五
年
四
月
二
七
日
時
点
で
の
死
者
数
は
五
万
二
二
四
三
人
）。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
八
年
で
あ
っ
た
。
じ
つ
は
、

そ
れ
よ
り
も
前
に
、
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
自
治
共
和
国
を
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
作
る

と
い
う
計
画
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
結
局
、
国
連
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
に
ア
ラ
ブ
と
ユ
ダ
ヤ
の
二
つ
の

国
家
を
作
る
と
い
う
「
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議
」
を
一
九
四
七
年
に
採
択
し
た
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ

仮（19）

初校
三校
責了

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 19

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

19 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

二
三
年
一
〇
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
し
て
大
規
模
な
攻
撃
を
実

行
し
、
国
際
的
に
大
き
な
注
目

を
浴
び
た
。

ヴ
ァ
レ
リ
ー・ザ
ル
ジ
ニ
ー

一
九
七
三
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

（
現
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
北
部
の

ノ
ヴ
ォ
フ
ラ
ー
ド
・
ウ
ォ
リ
ン

ス
キ
ー
生
ま
れ
。
駐
イ
ギ
リ
ス

特
命
全
権
大
使
。
二
〇
二
一
年

七
月
か
ら
二
四
年
二
月
ま
で
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
総
司
令
官
を
務
め

た
。

中
東
戦
争

一
九
四
八
年
か
ら
七
三
年
ま
で

続
い
た
大
規
模
な
戦
争
。
第
一

次
か
ら
第
四
次
ま
で
行
わ
れ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
和

ル
は
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
承
認
の
も
と
、
建
国
を
宣
言
す
る
。

　
一
九
四
八
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
を
認
め
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
周
辺
の
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
割
り
当
て
ら
れ
た
領
域
へ
と
侵
攻
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
次
中
東
戦
争
（
一
九
四
八
〜
四
九

年
）
が
勃
発
し
た
。
中
東
戦
争
は
こ
れ
ま
で
四
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
一
九
九
三
年
に
よ
う
や
く

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仲
介
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
と
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
P
L
O
）
と
に
よ
る
暫

定
自
治
合
意
に
至
っ
た
（
オ
ス
ロ
合
意
）。

　
翌
九
四
年
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
が
発
足
し
、「
二
国
家
共
存
」
に
よ
る
解
決
へ
と
向
か
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
交
渉
に
進
展
は
見
ら
れ
ず
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
と

P
L
O
と
の
衝
突
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

台
頭
す
る
B
R
I
C
S

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
現
政
権
を
支
え
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア

メ
リ
カ
で
あ
る
。
他
方
、
国
連
で
の
停
戦
決
議
を
担
う
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
B
R
I
C
S

と
呼
ば
れ
る
新
興
経
済
国
五
カ
国
、
さ
ら
に
は
そ
の
枠
組
み
の
新
た
な
加
盟
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
、
エ

ジ
プ
ト
と
い
っ
た
国
々
だ
。
ま
た
、
B
R
I
C
S
に
協
調
す
る
ト
ル
コ
は
、
国
連
に
平
和
維
持
軍
を
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集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

初校
三校
責了

18

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
地
域
問
題

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

B
R
I
C
S

新
興
国
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

（B
razil

）、
ロ
シ
ア
（R

u
ssia

）、

イ
ン
ド
（In

d
ia

）、
中
国

（C
h

in
a

）、
南
ア
フ
リ
カ

（S
o

u
th A

frica

）
の
頭
文
字

を
と
っ
た
造
語
。
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
ジ
ム
・
オ
ニ

ー
ル
が
名
付
け
た
と
さ
れ
、
先

進
国
と
比
べ
て
高
い
経
済
成
長

率
を
維
持
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

一
九
八
七
年
に
結
成
さ
れ
た
パ

レ
ス
チ
ナ
の
民
族
主
義
的
な
政

治
・
軍
事
組
織
で
、
ガ
ザ
地
区

を
現
在
統
治
し
て
い
る
。
二
〇

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
ガ
ザ
危
機

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
お
い
て
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
若
年
層
や
女
性
も
兵
士
と
し
て
動
員
し
、
ロ
シ

ア
へ
の
反
転
攻
勢
を
試
み
た
。
し
か
し
、
消
耗
戦
の
末
に
ロ
シ
ア
に
反
撃
さ
れ
、
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ザ
ル
ジ
ニ
ー
総
司
令
官
を
二
〇
二
四
年
二
月
に
解
任
す
る
な
ど
、
政
府
と
軍

部
首
脳
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
結
果
、
実
質
的
に
戦
争
を
支
え
て
き
た
欧
米
の
軍
事
支
援
が
縮

小
し
た
こ
と
も
あ
り
、
妥
協
に
よ
る
停
戦
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
二
三
年
一
〇
月
七
日
か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵
攻
で

は
、
戦
闘
開
始
か
ら
わ
ず
か
一
年
の
あ
い
だ
に
四
万
一
八
七
〇
人
の
ガ
ザ
市
民
の
命
が
失
わ
れ
た

（
数
字
は
ガ
ザ
保
健
省
の
統
計
）。
そ
の
う
ち
子
ど
も
と
女
性
の
死
者
数
は
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
一
万
七

六
五
二
人
、
さ
ら
に
農
耕
地
や
漁
船
を
失
っ
た
ガ
ザ
地
区
で
は
、
五
〇
万
人
近
く
の
市
民
が
「
壊
滅

的
な
レ
ベ
ル
」
の
飢
餓
に
直
面
し
て
い
る
（
二
五
年
四
月
二
七
日
時
点
で
の
死
者
数
は
五
万
二
二
四
三
人
）。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
八
年
で
あ
っ
た
。
じ
つ
は
、

そ
れ
よ
り
も
前
に
、
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
自
治
共
和
国
を
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
作
る

と
い
う
計
画
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
結
局
、
国
連
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
に
ア
ラ
ブ
と
ユ
ダ
ヤ
の
二
つ
の

国
家
を
作
る
と
い
う
「
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議
」
を
一
九
四
七
年
に
採
択
し
た
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ

仮（19）

初校
三校
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「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 19

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

19 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

二
三
年
一
〇
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
し
て
大
規
模
な
攻
撃
を
実

行
し
、
国
際
的
に
大
き
な
注
目

を
浴
び
た
。

ヴ
ァ
レ
リ
ー・ザ
ル
ジ
ニ
ー

一
九
七
三
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

（
現
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
北
部
の

ノ
ヴ
ォ
フ
ラ
ー
ド
・
ウ
ォ
リ
ン

ス
キ
ー
生
ま
れ
。
駐
イ
ギ
リ
ス

特
命
全
権
大
使
。
二
〇
二
一
年

七
月
か
ら
二
四
年
二
月
ま
で
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
総
司
令
官
を
務
め

た
。

中
東
戦
争

一
九
四
八
年
か
ら
七
三
年
ま
で

続
い
た
大
規
模
な
戦
争
。
第
一

次
か
ら
第
四
次
ま
で
行
わ
れ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
和

ル
は
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
承
認
の
も
と
、
建
国
を
宣
言
す
る
。

　
一
九
四
八
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
を
認
め
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
周
辺
の
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
割
り
当
て
ら
れ
た
領
域
へ
と
侵
攻
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
次
中
東
戦
争
（
一
九
四
八
〜
四
九

年
）
が
勃
発
し
た
。
中
東
戦
争
は
こ
れ
ま
で
四
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
一
九
九
三
年
に
よ
う
や
く

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
仲
介
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
と
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
P
L
O
）
と
に
よ
る
暫

定
自
治
合
意
に
至
っ
た
（
オ
ス
ロ
合
意
）。

　
翌
九
四
年
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
が
発
足
し
、「
二
国
家
共
存
」
に
よ
る
解
決
へ
と
向
か
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
交
渉
に
進
展
は
見
ら
れ
ず
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
と

P
L
O
と
の
衝
突
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

台
頭
す
る
B
R
I
C
S

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
現
政
権
を
支
え
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア

メ
リ
カ
で
あ
る
。
他
方
、
国
連
で
の
停
戦
決
議
を
担
う
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
B
R
I
C
S

と
呼
ば
れ
る
新
興
経
済
国
五
カ
国
、
さ
ら
に
は
そ
の
枠
組
み
の
新
た
な
加
盟
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
、
エ

ジ
プ
ト
と
い
っ
た
国
々
だ
。
ま
た
、
B
R
I
C
S
に
協
調
す
る
ト
ル
コ
は
、
国
連
に
平
和
維
持
軍
を



仮（20）

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 20

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

初校
三校
責了

20

平
な
ど
に
よ
り
国
家
間
紛
争
が

沈
静
化
し
た
後
も
、
パ
レ
ス
チ

ナ
解
放
機
構
（
P
L
O
）
な
ど

非
政
府
組
織
と
の
軍
事
衝
突
が

頻
発
し
て
い
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

（
P
L
O
）

一
九
六
四
年
に
設
立
さ
れ
た
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
代
表
的
政
治
組

織
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
と
民

族
自
決
を
目
指
し
、
七
〇
〜
八

〇
年
代
に
は
盛
ん
に
ゲ
リ
ラ
活

動
を
行
っ
た
が
、
九
三
年
に
敵

対
し
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

共
存
を
目
指
し
た
「
オ
ス
ロ
合

意
」
を
結
び
、
中
東
和
平
に
転

じ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
台
頭

し
、
政
権
を
失
っ
た
。

派
遣
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
G
8
か
ら
追
放
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
G
20
で
復

権
で
き
た
の
も
、
こ
う
し
た
国
々
の
働
き
か
け
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
欧
米
や
日
本
を
含
め
た
G
7
の
人
口
は
、
い
ま
や
世
界
人
口
の
一
割
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
対
し
て

B
R
I
C
S
は
世
界
人
口
の
約
四
割
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
欧
州
で
は
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
議
会
選
挙
に
お
い
て
極
右
政
党
が
議
席
数
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
と
い
っ
た
中
東
欧
の
国
々
も
、
ロ
シ
ア
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
依

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
抑
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
急
速
な
国
際
政
治
の
大
旋
回
は
、
西
側
諸
国
の
凋
落
と
共
に
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
存

在
感
が
増
大
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
は
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ト
ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
南
半
球
に
多
い
国
々
の
総
称
で
あ
る
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
「
力
の
均
衡
」

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵
攻
か
ら
お
よ
そ
一
カ
月
半
後
の
二
〇
二
三

年
一
一
月
二
九
日
、
冷
戦
期
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
と
し
て
外
交
政
策
を
担
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
亡
く
な
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
冷
戦
期
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
政
権
お
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ベ
ン
ヤ
ミ
ン・ネ
タ
ニ
ヤ
フ

一
九
四
九
年
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
生

ま
れ
。
第
一
三
代
・
第
一
七

代
・
第
二
〇
代
イ
ス
ラ
エ
ル
首

相
（
一
九
九
六
〜
九
九
年
、
二

〇
〇
九
〜
二
一
年
、
二
二
年
〜

現
在
）。
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
後

に
生
ま
れ
た
初
の
首
相
経
験
者

で
、
通
算
任
期
一
五
年
は
歴
代

最
長
。
二
〇
二
三
年
一
〇
月
か

ら
の
ガ
ザ
侵
攻
に
お
い
て
、
戦

争
犯
罪
や
人
道
に
対
す
る
罪
へ

の
疑
い
に
よ
り
、
国
際
刑
事
裁

判
所
か
ら
逮
捕
状
が
出
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト

ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
新

興
国
・
途
上
国
の
総
称
。
明
確

な
定
義
は
な
い
が
、
冷
戦
期
に

よ
び
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
R
・
フ
ォ
ー
ド
政
権
で
、
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
や
国
務
長

官
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
外
交
政
策
の
擁
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
は
、「
多
極
論
」
と
「
大
国
間
の
力
の
均
衡
に
よ
る
安
定
」
を
重
視
し
、
理
想
主
義
よ
り

も
現
実
主
義
を
優
先
し
た
。
冷
戦
時
代
と
同
じ
く
現
代
で
も
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
新
世
界
へ
の

構
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
米
ソ
冷
戦
の
時
代
か
ら
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

変
容
、
二
〇
二
二
年
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
さ
ら
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
」
と
「
パ

ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
終
焉
」、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
停
戦
案
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

　
第
一
章
で
は
開
戦
か
ら
三
年
以
上
が
経
過
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
現
状
を
詳
細
に
分
析
し
た
。

戦
争
へ
と
至
っ
て
し
ま
っ
た
「
文
明
の
衝
突
」
に
つ
い
て
、
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
解
説
し
て
い

る
。

　
第
二
章
と
第
三
章
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
の
視
点
」
と
「
ロ
シ
ア
側

か
ら
の
視
点
」
の
双
方
か
ら
論
じ
て
み
た
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
歴
史
的
に
「
兄
弟
」
と
い

え
る
関
係
だ
が
、
こ
の
「
兄
弟
喧
嘩
」
の
よ
う
な
紛
争
が
、
な
ぜ
「
兄
弟
殺
し
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
悲

惨
な
戦
争
へ
と
発
展
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
国
間
関
係

か
ら
詳
述
す
る
。
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20

平
な
ど
に
よ
り
国
家
間
紛
争
が

沈
静
化
し
た
後
も
、
パ
レ
ス
チ

ナ
解
放
機
構
（
P
L
O
）
な
ど

非
政
府
組
織
と
の
軍
事
衝
突
が

頻
発
し
て
い
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

（
P
L
O
）

一
九
六
四
年
に
設
立
さ
れ
た
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
代
表
的
政
治
組

織
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
と
民

族
自
決
を
目
指
し
、
七
〇
〜
八

〇
年
代
に
は
盛
ん
に
ゲ
リ
ラ
活

動
を
行
っ
た
が
、
九
三
年
に
敵

対
し
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

共
存
を
目
指
し
た
「
オ
ス
ロ
合

意
」
を
結
び
、
中
東
和
平
に
転

じ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
台
頭

し
、
政
権
を
失
っ
た
。

派
遣
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
G
8
か
ら
追
放
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
G
20
で
復

権
で
き
た
の
も
、
こ
う
し
た
国
々
の
働
き
か
け
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
欧
米
や
日
本
を
含
め
た
G
7
の
人
口
は
、
い
ま
や
世
界
人
口
の
一
割
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
対
し
て

B
R
I
C
S
は
世
界
人
口
の
約
四
割
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
欧
州
で
は
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
議
会
選
挙
に
お
い
て
極
右
政
党
が
議
席
数
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
と
い
っ
た
中
東
欧
の
国
々
も
、
ロ
シ
ア
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
依

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
抑
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
急
速
な
国
際
政
治
の
大
旋
回
は
、
西
側
諸
国
の
凋
落
と
共
に
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
存

在
感
が
増
大
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
は
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ト
ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
南
半
球
に
多
い
国
々
の
総
称
で
あ
る
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
「
力
の
均
衡
」

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵
攻
か
ら
お
よ
そ
一
カ
月
半
後
の
二
〇
二
三

年
一
一
月
二
九
日
、
冷
戦
期
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
と
し
て
外
交
政
策
を
担
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
亡
く
な
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
冷
戦
期
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
政
権
お

仮（21）

初校
三校
責了

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 21

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

21 序章　終わりが見えてきたウクライナ戦争

ベ
ン
ヤ
ミ
ン・ネ
タ
ニ
ヤ
フ

一
九
四
九
年
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
生

ま
れ
。
第
一
三
代
・
第
一
七

代
・
第
二
〇
代
イ
ス
ラ
エ
ル
首

相
（
一
九
九
六
〜
九
九
年
、
二

〇
〇
九
〜
二
一
年
、
二
二
年
〜

現
在
）。
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
後

に
生
ま
れ
た
初
の
首
相
経
験
者

で
、
通
算
任
期
一
五
年
は
歴
代

最
長
。
二
〇
二
三
年
一
〇
月
か

ら
の
ガ
ザ
侵
攻
に
お
い
て
、
戦

争
犯
罪
や
人
道
に
対
す
る
罪
へ

の
疑
い
に
よ
り
、
国
際
刑
事
裁

判
所
か
ら
逮
捕
状
が
出
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト

ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
新

興
国
・
途
上
国
の
総
称
。
明
確

な
定
義
は
な
い
が
、
冷
戦
期
に

よ
び
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
R
・
フ
ォ
ー
ド
政
権
で
、
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
や
国
務
長

官
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
外
交
政
策
の
擁
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
は
、「
多
極
論
」
と
「
大
国
間
の
力
の
均
衡
に
よ
る
安
定
」
を
重
視
し
、
理
想
主
義
よ
り

も
現
実
主
義
を
優
先
し
た
。
冷
戦
時
代
と
同
じ
く
現
代
で
も
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
新
世
界
へ
の

構
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
米
ソ
冷
戦
の
時
代
か
ら
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

変
容
、
二
〇
二
二
年
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
さ
ら
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
」
と
「
パ

ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
終
焉
」、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
停
戦
案
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

　
第
一
章
で
は
開
戦
か
ら
三
年
以
上
が
経
過
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
現
状
を
詳
細
に
分
析
し
た
。

戦
争
へ
と
至
っ
て
し
ま
っ
た
「
文
明
の
衝
突
」
に
つ
い
て
、
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
解
説
し
て
い

る
。

　
第
二
章
と
第
三
章
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
の
視
点
」
と
「
ロ
シ
ア
側

か
ら
の
視
点
」
の
双
方
か
ら
論
じ
て
み
た
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
歴
史
的
に
「
兄
弟
」
と
い

え
る
関
係
だ
が
、
こ
の
「
兄
弟
喧
嘩
」
の
よ
う
な
紛
争
が
、
な
ぜ
「
兄
弟
殺
し
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
悲

惨
な
戦
争
へ
と
発
展
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
国
間
関
係

か
ら
詳
述
す
る
。
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「
第
三
世
界
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
新
興
国
全
般
を
意
味
す
る
場

合
が
多
い
。

ヘ
ン
リ
ー
・

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

一
九
二
三
〜
二
〇
二
三
年
。
フ

ュ
ル
ト
（
現
・
ド
イ
ツ
の
バ
イ

エ
ル
ン
州
）
生
ま
れ
。
国
際
政

治
学
者
、
外
交
家
。
ニ
ク
ソ
ン

政
権
お
よ
び
フ
ォ
ー
ド
政
権
で

国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統

領
補
佐
官
、
国
務
長
官
を
務
め

た
。
リ
ア
リ
ズ
ム
（
現
実
主

義
）
に
基
づ
く
外
交
政
策
で
知

ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
と
力

の
均
衡
を
重
視
し
、
理
想
主
義

よ
り
も
現
実
主
義
を
優
先
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
の
撤
退
を

決
め
た
一
九
七
三
年
の
パ
リ
和

平
協
定
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
。
二
〇
二
三
年
一
一

月
死
去
。

　
物
事
に
は
表
と
裏
、
光
と
影
、
理
想
と
現
実
な
ど
絶
え
ず
二
面
性
が
あ
り
、
ど
の
立
場
か
ら
眺
め

る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
え
方
は
違
っ
て
く
る
。
例
え
ば
ロ
シ
ア
の
文
豪
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
名
作
『
罪
と
罰
』
の
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
、
貧
困
と
絶
望
の
中
で
、
あ
る

高
利
貸
し
の
女
性
を
殺
す
計
画
を
立
て
た
。
彼
は
こ
の
行
為
を
「
人
類
の
た
め
」
と
信
じ
、
罪
を
犯

す
こ
と
で
自
分
が
偉
大
な
人
間
に
な
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

　
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
彼
の
行
動
は
「
社
会
の
た
め
」「
偉
大
さ
を
得
る
た

め
」
に
必
要
な
一
歩
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
別
の
登
場
人
物
で
あ
る
ソ
ー
ニ
ャ
（
娼
婦
で

あ
り
、
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
を
愛
す
る
女
性
）
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
彼
の
行
動
は
許
し
が
た
い
罪
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
今
回
の
戦
争
に
関
し
て
も
、
ど
の
立
場
か
ら
眺
め
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
え
方
は

違
っ
て
く
る
。
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
、
N
A
T
O
東
方
拡
大
の
経
緯
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
地
政
学
的
な
特
殊
事
情
―
こ
れ
ら
の
要
素
を
理
解
す
れ
ば
、
問
題
の
本
質
が
見
え
て

く
る
だ
ろ
う
。

「
プ
ー
チ
ン
を
理
解
す
る
カ
ギ
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
だ
」
と
言
っ
た
の
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

だ
っ
た
。
第
四
章
で
は
、
そ
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
唱
え
た
「
力
の
均
衡
」
と
い
う
側
面
か
ら
、
東

西
冷
戦
の
歴
史
を
振
り
返
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
原
因
で
あ
る
ソ
連
崩
壊
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

に
は
、
冷
戦
が
人
類
を
ど
れ
ほ
ど
核
戦
争
の
危
機
に
直
面
さ
せ
、
ど
の
よ
う
に
終
息
し
た
の
か
を
知
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パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

ラ
テ
ン
語
で
「
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
平
和
」
を
意
味
す
る
用
語
で
、

ア
メ
リ
カ
が
国
際
秩
序
を
支
配

す
る
状
態
を
指
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ

ン
が
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』

で
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
全
盛
期
を

パ
ク
ス
・
ロ
マ
ー
ナ
（
ロ
ー
マ

に
よ
る
平
和
）
と
呼
ん
だ
こ
と

に
由
来
す
る
。
超
大
国
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
覇
権
が
、
平
和
を
形

成
す
る
と
い
う
考
え
。

る
必
要
が
あ
る
。
冷
戦
が
終
わ
り
、
果
た
し
て
人
類
は
進
歩
し
た
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
一
日
に
数

百
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
人
類
は
冷
戦
期
よ
り
も
進
歩
し
た
と
は
決
し
て
言
い
き
れ
ま

い
。

　
第
五
章
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
「
新
冷
戦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
及
す
る
。
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
国
家
を
め
ぐ
る
争
い
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
最
大
の

政
治
的
問
題
と
い
え
よ
う
。

　
第
六
章
で
は
、
B
R
I
C
S
・
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
と
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
終
焉

ま
で
を
分
析
し
て
い
く
。
帝
国
や
国
民
国
家
と
い
っ
た
概
念
に
代
わ
る
、「
文
明
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
よ
り
、
国
際
秩
序
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
。
B
R
I
C
S
が
G
7
へ
の
一
種
の

対
抗
軸
と
な
り
は
じ
め
た
事
実
を
見
て
い
く
。

　
そ
し
て
最
終
章
と
な
る
第
七
章
で
は
、
泥
沼
化
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
「
現
実
的
な
停
戦
案
」

を
提
示
し
た
。
二
〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
が
、
今
後
の
停
戦
協
議
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。
二
〇
二
五
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の

停
戦
交
渉
を
踏
ま
え
、
今
後
の
ゆ
く
え
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ソ
連
・
ロ
シ
ア
研
究
者
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
も
言
う
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ

て
の
不
幸
と
は
「
一
つ
の
国
家
に
対
し
、
歴
史
的
・
民
族
的
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
に
も
『
二
つ
の
ネ
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「
第
三
世
界
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
新
興
国
全
般
を
意
味
す
る
場

合
が
多
い
。

ヘ
ン
リ
ー
・

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

一
九
二
三
〜
二
〇
二
三
年
。
フ

ュ
ル
ト
（
現
・
ド
イ
ツ
の
バ
イ

エ
ル
ン
州
）
生
ま
れ
。
国
際
政

治
学
者
、
外
交
家
。
ニ
ク
ソ
ン

政
権
お
よ
び
フ
ォ
ー
ド
政
権
で

国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統

領
補
佐
官
、
国
務
長
官
を
務
め

た
。
リ
ア
リ
ズ
ム
（
現
実
主

義
）
に
基
づ
く
外
交
政
策
で
知

ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
と
力

の
均
衡
を
重
視
し
、
理
想
主
義

よ
り
も
現
実
主
義
を
優
先
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
の
撤
退
を

決
め
た
一
九
七
三
年
の
パ
リ
和

平
協
定
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
。
二
〇
二
三
年
一
一

月
死
去
。

　
物
事
に
は
表
と
裏
、
光
と
影
、
理
想
と
現
実
な
ど
絶
え
ず
二
面
性
が
あ
り
、
ど
の
立
場
か
ら
眺
め

る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
え
方
は
違
っ
て
く
る
。
例
え
ば
ロ
シ
ア
の
文
豪
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
名
作
『
罪
と
罰
』
の
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
、
貧
困
と
絶
望
の
中
で
、
あ
る

高
利
貸
し
の
女
性
を
殺
す
計
画
を
立
て
た
。
彼
は
こ
の
行
為
を
「
人
類
の
た
め
」
と
信
じ
、
罪
を
犯

す
こ
と
で
自
分
が
偉
大
な
人
間
に
な
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

　
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
彼
の
行
動
は
「
社
会
の
た
め
」「
偉
大
さ
を
得
る
た

め
」
に
必
要
な
一
歩
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
別
の
登
場
人
物
で
あ
る
ソ
ー
ニ
ャ
（
娼
婦
で

あ
り
、
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
を
愛
す
る
女
性
）
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
彼
の
行
動
は
許
し
が
た
い
罪
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
今
回
の
戦
争
に
関
し
て
も
、
ど
の
立
場
か
ら
眺
め
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
え
方
は

違
っ
て
く
る
。
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
、
N
A
T
O
東
方
拡
大
の
経
緯
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
地
政
学
的
な
特
殊
事
情
―
こ
れ
ら
の
要
素
を
理
解
す
れ
ば
、
問
題
の
本
質
が
見
え
て

く
る
だ
ろ
う
。

「
プ
ー
チ
ン
を
理
解
す
る
カ
ギ
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
だ
」
と
言
っ
た
の
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

だ
っ
た
。
第
四
章
で
は
、
そ
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
唱
え
た
「
力
の
均
衡
」
と
い
う
側
面
か
ら
、
東

西
冷
戦
の
歴
史
を
振
り
返
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
原
因
で
あ
る
ソ
連
崩
壊
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

に
は
、
冷
戦
が
人
類
を
ど
れ
ほ
ど
核
戦
争
の
危
機
に
直
面
さ
せ
、
ど
の
よ
う
に
終
息
し
た
の
か
を
知
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パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

ラ
テ
ン
語
で
「
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
平
和
」
を
意
味
す
る
用
語
で
、

ア
メ
リ
カ
が
国
際
秩
序
を
支
配

す
る
状
態
を
指
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ

ン
が
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』

で
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
全
盛
期
を

パ
ク
ス
・
ロ
マ
ー
ナ
（
ロ
ー
マ

に
よ
る
平
和
）
と
呼
ん
だ
こ
と

に
由
来
す
る
。
超
大
国
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
覇
権
が
、
平
和
を
形

成
す
る
と
い
う
考
え
。

る
必
要
が
あ
る
。
冷
戦
が
終
わ
り
、
果
た
し
て
人
類
は
進
歩
し
た
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
一
日
に
数

百
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
人
類
は
冷
戦
期
よ
り
も
進
歩
し
た
と
は
決
し
て
言
い
き
れ
ま

い
。

　
第
五
章
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
「
新
冷
戦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
及
す
る
。
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
国
家
を
め
ぐ
る
争
い
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
最
大
の

政
治
的
問
題
と
い
え
よ
う
。

　
第
六
章
で
は
、
B
R
I
C
S
・
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
と
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
終
焉

ま
で
を
分
析
し
て
い
く
。
帝
国
や
国
民
国
家
と
い
っ
た
概
念
に
代
わ
る
、「
文
明
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
よ
り
、
国
際
秩
序
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
。
B
R
I
C
S
が
G
7
へ
の
一
種
の

対
抗
軸
と
な
り
は
じ
め
た
事
実
を
見
て
い
く
。

　
そ
し
て
最
終
章
と
な
る
第
七
章
で
は
、
泥
沼
化
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
「
現
実
的
な
停
戦
案
」

を
提
示
し
た
。
二
〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
が
、
今
後
の
停
戦
協
議
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。
二
〇
二
五
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の

停
戦
交
渉
を
踏
ま
え
、
今
後
の
ゆ
く
え
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ソ
連
・
ロ
シ
ア
研
究
者
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
も
言
う
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ

て
の
不
幸
と
は
「
一
つ
の
国
家
に
対
し
、
歴
史
的
・
民
族
的
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
に
も
『
二
つ
の
ネ
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東
方
正
教
会

キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
（
教
派
）

の
一
つ
。
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の

東
方
に
広
が
り
、
特
に
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
現
・
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
を
中
心
に
発

展
し
た
。
一
〇
五
四
年
に
発
生

し
た
「
東
西
教
会
の
分
裂
」
に

よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
東
方
正
教
会
に
分
か

れ
た
。

ー
シ
ョ
ン
（
国
民
）』
が
存
在
」
し
て
き
た
こ
と
だ
っ
た
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
分
裂
が
あ
っ
た
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
と
い
う
国
名
は
、
ス
ラ
ブ
語
の
語
根
「
ク
ラ
イ
（kray

）」
を
内
包
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
「
辺
境
」「
地
方
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
本
来
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
見
た
「
辺
境
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
東
方
正
教
会
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
視
点
で
は

な
い
。

　
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
武
器
を
提
供
し
な
か
っ
た
。
そ
う

し
た
意
味
で
も
、
日
本
に
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
和
平
を
積
極
的
に
仲
介
す
る
資
格
が
あ
る
と

言
え
よ
う
。
本
書
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
和
平
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

仮（25）

初校
三校
責了

「ウクライナ戦争後の世界秩序」
　折　仮� P. 25

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

25 第一 章　ウクライナ戦争はなぜ起きたのか？

第
一
章

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
？

Why d id  the  

Ukra in ian  war  occur?

C h a p t e r
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